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議
会
構
成 

（
敬
称
略
）

議
　
　
長
　
喜
村
喜
代
治
　
副

議

長
　
大
浦
　
和
博

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委

員

長
　
城
野
　
庄
一
　
副
委
員
長
　
谷
口
　
善
治

　
熊
谷
　
良
彦
・
加
藤
　
伊
平
・
喜
村
喜
代
治
・
平
谷
　
弘
子

産
建
厚
生
常
任
委
員
会

　
委

員

長
　
山
本
　
徹
郎
　
副
委
員
長
　
高
谷
　
直
樹

　
高
橋
　
宏
介
・
坪
川
　
伸
理
・
大
浦
　
和
博
・
山
本
　
　
優

議
会
運
営
委
員
会

　
委

員

長
　
加
藤
　
伊
平
　
副
委
員
長
　
高
橋
　
宏
介

　
山
本
　
徹
郎
・
城
野
　
庄
一
・
熊
谷
　
良
彦
・
平
谷
　
弘
子

原
子
力
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
山
本
　
　
優
　
副
委
員
長
　
熊
谷
　
良
彦

　
（
他
全
議
員
）

新
幹
線
・
在
来
線
対
策
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
熊
谷
　
良
彦
　
副
委
員
長
　
坪
川
　
伸
理

　
（
他
全
議
員
）

自
然
保
護
並
び
に
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
高
橋
　
宏
介
　
副
委
員
長
　
高
谷
　
直
樹

　
（
他
全
議
員
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
大
浦
　
和
博
　
副
委
員
長
　
坪
川
　
伸
理

　
高
谷
　
直
樹
・
谷
口
　
善
治
・
山
本
　
徹
郎
・
城
野
　
庄
一

監
査
委
員
　

　
平
谷
　
弘
子

南
越
消
防
組
合
議
会
議
員

　
高
谷
　
直
樹
・
熊
谷
　
良
彦
・
加
藤
　
伊
平
・
喜
村
喜
代
治

南
越
清
掃
組
合
議
会
議
員

　
坪
川
　
伸
理
・
城
野
　
庄
一
・
喜
村
喜
代
治
・
山
本
　
　
優

福
井
県
丹
南
広
域
組
合
議
会
議
員

　
山
本
　
徹
郎
・
大
浦
　
和
博
・
喜
村
喜
代
治

公
立
丹
南
病
院
組
合
議
会
議
員

　
高
橋
　
宏
介
・
大
浦
　
和
博
・
平
谷
　
弘
子

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　
喜
村
喜
代
治

喜
村 
喜
代
治 

氏
（
久
喜
・
72
歳
）

南

越

前

町

議

会

議

長

大
浦
　 
和
博 

氏
（
糠
・
68
歳
）

南
越
前
町
議
会
副
議
長

議
長
・
副
議
長　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
緑
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
５
月
６
日
の
南
越
前
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
正
副
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
議
員
自
ら
の
提
案
で
、
議
員
定
数
を
14

人
か
ら
12

人
に
削
減
し
て
初
め
て
の
選
挙
で
あ
り
ま

し
た
。
議
員
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
皆
様
方
の
声
を
傾
聴
し

更
な
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
、
我
々
の
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
療
・
介
護
・
保
育
・
教
育
な
ど

の
現
場
や
、
観
光
・
飲
食
業
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
我
々
の
社
会
経
済
活
動
は
一
変
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
も
年
々
進
ん
で
お
り
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
知
恵
を
出
し
合

い
乗
り
切
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
「
北
国
街
道 

今
庄
宿
」
、
日
本
遺
産
「
北
前
船 

船
主
集
落
」
、
「
旧
北
陸
線
ト
ン
ネ
ル
群
な
ど
の
鉄
道
遺
産
」
な
ど
、
数
多
く

の
魅
力
あ
る
地
域
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

我
々
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
町
内
外
の
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
町
民
の
生
活
に
対
す
る
不
安
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

町
民
の
負
託
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　

長　

喜
村 

喜
代
治

副
議
長　

大
浦　

 

和
博


